
 

 

特色ある地域ボランティア 

 

福岡市高宮公民館【公立公民館】   館長 下假 正徳                        

主事 諸藤 京子 

 

１ 事業名 

  特色ある地域ボランティア  

 

２ 事業の目的 

  公民館は，公民館条例第 1 条により，「住民の生涯学習及び地域コミュニティ活動  

を支援することにより，生活文化の振興，社会福祉の増進に寄与するため，公民館を  

設置する」こととされており，福岡市では公民館の基本的な機能を大きく 3 つ掲げ，  

（１）集まる場として住民の活動の場を提供する。 

（２）学ぶ場として地域住民に対して学習機会の提供を行い，学習を通じて人材の

育成を行う場を提供する。 

（３）つなぐ場として地域の機関・団体およびＮＰＯ等との連携を図る場としてい 

る。そのなかでも，つなぐという機能について，校区内の機関・団体だけに留  

まらず校区内にいるすべての人たち（校区内住民及び校区外からの通勤，通学 

者）をつなぐ為に，様々な公民館主催事業に多くのボランティアに参加しても  

らい，校区内すべての人たちのつながりを個人レベルにおいても拡大させて

いくことを目的とした。 

 

３ 事業の実施主体 

  高宮公民館 

 

４ 連携・協力機関・団体等 

  校区自治協議会，社会福祉協議会，衛生連合会，食生活改善推進員協議会，子育 

て広場，たかみやアンビシャス広場，地域住民等 

 

５ 実施に至る経緯 

  以前は，公民館主催事業の講師やお手伝いは，事業関連の機関や団体にだけ依頼 

していたが，校区内にもさまざまなスキルや専門的な知識を有する人材が多く居住，

通勤，通学しているのに，それらの人たちが地域において活躍する場があまり無い

ことに気づき，公民館として，これらの人たちが活躍できるように事業を組み立て，

校区内の人材発掘を推し進めた結果，現在のように，公民館事業の多くに地域ボラ

ンティアが関わるようになった。  

 



６ 事業の内容 

   ① 子ども料理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ② 地域探検隊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③ ふれあいそうめん流し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ④ ふれあいキャンプ 

 

 

 

 

 

 

 

 



   ⑤ 高宮子どもオリンピック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 事業の成果 

  公民館各種事業にボランティアが多く参加されることにより，地域住民，子ども  

たち，学生などの交わる機会が多くなり，日頃の生活においても，各人の心の垣根が  

低くなり，あいさつや会話なども多くかわされてきて，校区内の人と人とのつなが  

りが強くなってきた。 

 

８ 今後の課題 

  種々の事業を充実させるためには，まだまだボランティアの数も不足しており，  

ボランティア従事者の底辺拡大と公民館事業への参加者を増やすことが大きな課題  

と考え，公民館と地域住民のつながり方などに工夫を凝らす必要がある。  

   高宮公民館の掲げる 8 つの目標実現へ努力する。 

①毎日，来館者を，笑顔で迎え，笑顔で対応し，笑顔で送れる公民館 

②地域や職員のアイデアを受け入れ，絶えず前に変化している公民館  

③公民館の活動内容が事前に地域や学校に詳細に広報されている公民館  

④いつも館内外が整理整頓され，入りやすく，使いやすい公民館  

⑤計画性のある活動と，絶えず反省事項を活かしていく公民館  

⑥来館者の真剣な活動の中に，喜びと人的交流を推進する公民館  

⑦自治協議会や各種団体と連携・協力し合い，地域と密着した公民館  

⑧高宮小学校教育計画に則る範囲で児童に働きかける公民館  

 

問い合わせ先  福岡市高宮公民館 

〒810－0013  福岡市中央区大宮２丁目２番１１号 

電話 092－531－0029  ＦＡＸ 092－531－0037 


